
２０２２年 ７月２５日（晴れ） 第３週 第２３９３回例会

Song ”四つのテスト”

Attendance

会員 ６７名 欠席 １８名 出席率 ６８．４２％

President Time 後藤裕一 副会長

本日は臼井会長がお休みで急遽代役のご依頼があり、大

変緊張しておりますがよろしくお願いいたします。本日の

会員卓話は、チャーターメンバーとして現在も活躍されて

いる後藤袈裟美会員と木下章吉会員にお願いしております。

木下君、卓話よろしくお願いいたします。尚、後藤袈裟美

会員は腰の具合がよくないので、黒川プログラム委員長が

ビデオメッセージを作成していただいておりそちらをご覧

ください。さて、本日は久しぶりに“4つのテスト”をご

唱和頂いましたが、本年度は月に一度は“４つのテスト”

の唱和を行いたいとの臼井会長のご意向で今日皆様にご唱

和頂きましたが、“４つのテスト”の文面は頭に入っていま

すが恥ずかしながらメロディーについては自信がなくつい

ていくのがやっとでした。本年度はJOIN US &PERTICI

PATEをテーマに新会員増強そして会員の定着、例会への

出席率向上に力を入れていく目標ですが、前年度の家田年

度においてもロータリーの原点回帰に力を入れられ、“４つ

のテスト”も重要事項でした。臼井会長としてはそれを拡

大発展したいとの思いで今日の挨拶で触れてほしいとのこ

とでしたので、“４つのテスト”を改めて調べてみました。

私が新会員当時は、東海パスト会長が情報委員長で何度か

新会員講習を開いていただき、ロータリーの歴史や意義も

ちろん“４つのテスト”をご教授頂いたのですが、月日が

経つと忘却の彼方に行ってしまった内容もあり、東海君に

は申し訳なく思っています。さて、改めて“４つのテスト

”調べたところ、この“４つのテスト”言行はこれに照ら

してから１．真実か どうか、２．みんなに公平か、３．

好意と友情を深めるか、４．みんなのためになるかどうか、

の創案者ハーバード・J.・テイラーが作るうえで、最初は

100文字であり、そこから7項目にまとめさらに4にしぼ

ったそうで、もし７つのままでしたらここまで広く行きわ

ったかはわかりません。現在100国以上に翻訳されている

Today ８月 １日（第２３９４回）

担当 黒川元則 プログラム委員長

演題 卓話 「犯罪被害に遭われた方への

二次被害をなくすために」

公益社団法人被害者サポートセンターあいち

常勤理事兼支援委員長 小島きぬ子氏

Next Week ８月 ８日（第２３９５回）

担当 黒川元則 プログラム委員長

演題 卓話「おくりびとの仕事、現状」

（株）セレモニーサポートこすもす

代表取締役 山下 忠勝氏



”４つのテスト“ですが、21世紀に入りグローバル化の流

れが一転し、現在は分断の時代になってしまっているよう

に感じられてなりません。国家間では中国・ロシアに代表

される強権国家と、西側民主主義国家の分断、人種間、性

差間、世代間における分断。小さなコミュニティーにおい

ても分断が顕在化してきています。それに対してその違い

を認め合う多様性の時代を作ろうとの動きも出ています。

この”４つのテスト“にてらせば答えは明確だと思います

が、いかがでしょうか？大きなことを言ってしまいました

がご容赦ください。ご清聴ありがとうございました。

Secretary Report 大西晃弘 幹事

１ 第2回定例理事会のご案内

日時 ８月1日（月）例会終了後

場所 アイリス 名鉄GH １８F

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

後藤裕一 副会長

チャーターメンバーの卓話楽しみです。よろしくお願

いします。

本日は臼井会長がお休みで、ご挨拶させていただきま

す。よろしくお願いいたします。

大西晃弘 幹事

水野君、お心遣い本当に有難うございます。

大竹敬一君

前回例会に欠席してしまいました。申し訳ありません。

鈴村與左衛門君

児玉君、ラオスの奉仕事業、ご苦労様でした。色々あ

りましたが、有意義な日々を過ごす事が出来ました。

有難うございました。

木下章吉君

会員卓話をさせていただきます。

伊藤英毅君

土・日と能楽と狂言の会を愉しみました。有難うござ

います。

加藤春視君

後藤袈裟美君、木下君、卓話楽しみです。

黒川元則君

プログラム委員長の黒川です。本日の会員卓話、よろ

しくお願いいたします。

水谷安紀君

ニコの皆様、お疲れ様です。

小倉廣三君

コロナがまた流行してまいりました。皆さんお気を付

けください。本日会員卓話、楽しみにしたしておりま

す。

山田尊久君

今日のロータリーソングは四つのテストです。臼井会

長の願いで、月1回歌っていきます。

横井久雄君

会員卓話、後藤袈裟美君、木下章吉君、楽しみにして

います。

合 計 １０７，０００円

2 0 2 1 - 2 0 2 2 年 度 出 席 賞

通算20年間皆出席賞 武藤正俊君



15年間皆出席賞 谷川浩司君

通算10年間皆出席賞 稲垣秀樹君

通算5年間皆出席賞 加藤文彦君、前田由幸君

年間最多出席賞

第１位 鈴村君（２８１％） 第２位 児玉君（１３８％）

第３位 栗木君（１３４％）

年間ホーム皆出席賞

後藤（裕）君 家田君 北野君 武藤君 中島君 大西君

田中君 谷川君 山田（尊）君

年間１００％以上出席

青本君 舩原君 後藤（眞）君 後藤（裕）君 家田君

稲垣君 板津君 伊藤（正）君 神野君 神戸君

加藤（文）君 加藤（春）君 北野君 児玉君 栗木君

黒川君 前田（由）君 松井君 水谷君 武藤君 中島君

中西君 西川君 小倉君 大西君 酒井君 鈴村君

竹田君 田中君 谷口君 谷川君 臼井君 山田（広）君

山田（幹）君 山田（尊）君 山本君 横井君

会 員 卓 話

木下章吉君

*人会時の心境創立時のクラブの雰囲気

あまロータリークラブが創立されたのは、昭和44年（1

1969年）6月です。私の人会したのはこの年の12月でし

た。この時5名同時人会でした。この頃、クラブで課題に

なり取り組んでいたのはチャーターナイト（国際ロータリ



ー加盟認証状伝達式）でこれは1970年3月19日に名鉄ホ

ールで盛大に行われました。

*幹事を受けた時の思いでや苦労事

創立後の第11代に稲垣孝憲さんが会長になられた時に、

私に副幹事になれと言われてそれに従いました。私の次年

度幹事就任が決まった時には、次期の第12代会長の後藤袈

裟美さんの就任は未だ決まっていませんでした。私は「押

しかけ女房」の様な気分がしていましたが、後藤袈裟美年

度になってからは、ロータリー関連事を始め各種事柄につ

いて親切に指導して頂き、私にとっては今でも有難い先輩

です。

*会長就任時の思い

私は第23代目の会長に指名されました。会長に指名され

るのは大変名誉なことだと思い嬉しく受諾しました。幹事

は、平澤啓隼さんが快く承諾され、万事順調にすすみ一年

間の会長年度をスムースに過ごすことができ、この当時の

ことを今でも時折懐かしく思い出します。

*今迄の思い出

私が会員になってから53年になります。この間に会員と

して体験した事柄には、印象深い事が数多く有り私の人生

にとっては大きなプラスであり、あまクラブの会員であっ

た事には深く感謝しています。 唯一つ実施できず残念に

思ったことが一つ有りますそれは全く個人的な事ですが、

私のすぐ上の兄は名古屋千種クラブの会員であり、その上

の兄は名古屋西クラブの会員でありました。ある正月に実

家で顔を合わせたときに、一度三人揃ってお互いのクラブ

の例会にビジターとして出席し、夫々のクラブの例会進行

の仕方やクラブの内容などについて話し合おうと約束をし

ました。然し、お互いに仕事を持ち、3人揃って例会出席

の時間を取ることが出来なく月日が経過するうちに、2人

の兄は病に侵され次々に亡くなってしまいました。一度も

この試みは実施することが出来ず残念に思っています。

これからの会員に

ロータリークラブには色々な職業を持っ老若男女様々な

方々が集まってみえます。どうか皆さん、その中の一員と

なり会員同士として親しく交友して頂き、そして時々「ロ

ータリーの綱領」や「四つのテスト」なども顧みられて、

ロータリアンの生活を楽しんで下さい。

後藤袈裟美君

親睦活動委員会

８月の誕生日のみなさん

会 員 誕生日 夫 人 誕生日

木下 章吉 S5.8.18 山田多恵子 8. 7

田中 正博 S23.8.1 （尊久）

栗木 和夫 S25.8.31 家田 雅恵 8. 19

神田 康史 S26.8.30 神戸 潤子 8. ２

中澤 浩一 S34.8.12 伊藤香屋子 8. 14

黒川 元則 S35.8.18 （正征）

小倉 廣三 S36.8.12 谷川恵美子 8. 1

武井 正 S40.8.25 敬称略

祝えや いざ 君のバースデー

いついつまでも 健やかなれ


